
ながす議会だよりながす議会だより
No.15

6

補正予算、条例等 ②～⑤
一般質問　８人が登壇し町政を問う ⑥～⑭
委員会等活動 ⑮
町民のひろば ⑯

令和５年 第４回定例会、第２回臨時会令和５年 第４回定例会、第２回臨時会

こ
れ
か
ら
も

　
　走
る
ば
い
！

こ
れ
か
ら
も

　
　走
る
ば
い
！

こ
れ
か
ら
も

　
　走
る
ば
い
！

長洲町議会ホームページ
過去の議会だよりや会議録を
ご覧いただけます。

第47回長洲マラソン大会



第４回定例会　12月11日～14日（４日間）
　町長等から提案された補正予算、条例改正、諮問等19件を慎重に審議し、全会
一致で原案どおり可決された。
　また、一般質問は８名が行い、さまざまな角度から町の姿勢をただした。

　いよいよ新長洲中学校が４月に開校する。長引く物価高騰に対して家計を
支援し、さらに子育て支援に力を注いでいく。

期待ふくらむ新中学校へ支援

物価高騰へ家計支援

令和５年度一般会計補正予算
２億4838万円を追加し、総額81億445万円

◦長洲中学校制服・自転車購入費助成事業� 460万円
　新中学校の開校における制服購入、通学用自転車購入に対して助成金を支給

◦物価高騰対応重点支援臨時給付金� １億6800万円
　住民税非課税世帯に対し、１世帯当たり７万円を支給

◦LPガス価格高騰対策支援事業� 2225万円
　�LPガスを使用する世帯の負担軽減をはかるため、１世帯当たり４千円を支給

新長洲中学校の制服
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問
（
前
田
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

視
力
検
査
用
屈
折
機
器
を
使
っ
た

健
診
に
期
待
で
き
る
効
果
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

３
歳
児
健
診
時
に
お
い
て
視
力
異

常
を
早
期
に
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

ぐ
こ
と
で
、
就
学
時
ま
で
の
早
い
段
階

で
視
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
（
林
議
員
）

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
臨
時

給
付
金
」
は
世
帯
当
た
り
７
万
円
の
支

給
だ
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
が
対
象

と
な
る
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

令
和
５
年
12
月
１
日
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
が

対
象
と
な
る
。

条　
例

長
洲
町
民
体
育
館
設
置
条
例

　
今
年
３
月
で
廃
止
と
な
る
現
・
長
洲

中
学
校
体
育
館
を
、
引
続
き
社
会
体
育

施
設
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
も
の
。

長
洲
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

　
令
和
５
年
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て

給
与
改
定
を
行
う
も
の
。

リ
モ
ー
ト
等
で
行
う

　
　
在
宅
勤
務
の
手
当
の
追
加

問
（
竹
本
議
員
）

月
平
均
10
日
の
在
宅
勤
務
を
し
た

職
員
に
、
手
当
が
月
額
３
千
円
支
給
さ

れ
る
根
拠
は
。

答
（
総
務
課
長
）

在
宅
勤
務
時
の
光
熱
水
費
の
負
担

軽
減
の
た
め
の
も
の
で
、
人
事
院
勧
告

に
準
じ
て
設
定
し
た
。

町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
　
令
和
５
年
の
人
事
院
勧
告
の
一
般
職

の
職
員
の
給
与
の
引
上
げ
改
定
に
準
じ

て
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の
期
末

手
当
支
給
率
を
改
定
す
る
も
の
。

　
支
給
率
…
年
間
３
・
３
月
か
ら
３
・

４
月

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例

　
町
長
等
と
同
じ
く
町
議
会
議
員
の
期

末
手
当
支
給
率
を
改
定
す
る
も
の
。

　

支
給
率
…
年
間
２
・
７
５
月
か
ら

２
・
８
５
月

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
令
和
６
年
１
月
か
ら
、
出
産
予
定
又

は
出
産
し
た
被
保
険
者
の
一
定
期
間
の

国
民
健
康
保
険
税
を
減
額
す
る
も
の
。

※
本
町
で
は
、
令
和
５
年
度
中
の
出
産

が
対
象
と
な
る
規
則
を
追
加
で
制
定
し

た
。届

出
は
課
税
年
度
内
に

問
（
林
議
員
）

産
後
の
減
額
の
届
出
の
提
出
は
、

い
つ
ま
で
に
必
要
か
。

答
（
税
務
課
長
）

課
税
年
度
中
に
提
出
し
て
ほ
し

い
。

問
（
磯
野
議
員
）

制
服
と
自
転
車
購
入
費
の
補
助
に

つ
い
て
、
町
外
か
ら
区
域
外
通
学
の
許

可
を
得
て
長
洲
中
学
校
に
通
う
ケ
ー
ス

も
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
生
徒

も
対
象
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

教
育
的
配
慮
等
の
事
情
が
あ
る
場

合
、
小
学
校
か
ら
引
続
き
中
学
校
に
区

域
外
通
学
を
希
望
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
た
め
、
対
象
者
に
含
め
た
。

特別会計 補正額 総額

国民健康保険 １億4139万円 22億2254万円

介護保険 △41万円 18億1393万円

後期高齢者医療 △317万円 ２億6543万円

質
　
疑

健診で視力異常を早期発見

特
別
会
計
補
正
予
算
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町
道
路
線
の
認
定

　

都
市
計
画
道
路
赤
田
・
上
沖
洲
線

（
熊
本
県
・
荒
尾
市
・
長
洲
町
整
備
区

間
）
の
工
事
完
了
後
に
旧
道
と
な
る
県

道
荒
尾
長
洲
線（
建
浜
区
～
西
荒
神
区
）

区
間
と
県
道
長
洲
玉
名
線
（
建
浜
区
～

平
原
区
）
区
間
を
引
継
ぐ
た
め
、
町
道

認
定
を
行
う
も
の
。

（
●
…
起
点
、
➡
…
終
点
）

　
　
　
出
典
：
国
土
地
理
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

町
に
莫
大
な
費
用
負
担
が

　
　
　
　
　
　
発
生
し
な
い
か

問
（
濱
㟢
議
員
）

県
道
荒
尾
長
洲
線（
航
送
船
道
路
）

の
跨
線
橋
や
、
県
道
長
洲
玉
名
線
の
Ｊ

Ｒ
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
町
道
に
な
れ
ば
、

町
に
と
っ
て
莫
大
な
維
持
管
理
費
が
か

か
る
の
で
は
な
い
か
。
県
と
ど
う
い
う

協
議
を
し
た
か
。

答
（
町
長
）

町
道
と
し
て
引
継
ぐ
前
に
、
県
が

整
備
す
る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。

財
産
の
処
分

　

都
市
計
画
道
路
赤
田
・
上
沖
洲
線

（
県
整
備
区
間
）
に
係
る
道
路
計
画
用

地
を
県
に
売
却
す
る
。

長
洲
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例

議
員
の
請
負
状
況
を
公
表
す
る

　
法
改
正
に
よ
り
、
議
員
個
人
に
よ
る

町
と
の
請
負
の
総
額
が
年
間
３
０
０
万

円
ま
で
認
め
ら
れ
た
。
請
負
の
状
況
の

透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
制

定
す
る
も
の
。

長
洲
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

　
議
員
個
人
の
請
負
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
契
約
に
対
す
る
順
守
事
項

を
改
正
す
る
も
の
。

問
（
濱
㟢
議
員
）

こ
の
条
例
の
対
象
と
な
る
の
は
議

員
本
人
だ
け
か
。

答
（
議
会
運
営
委
員
長
）

配
偶
者
と
一
親
等
以
内
の
親
族
は

除
き
、
議
員
の
み
が
対
象
で
あ
る
。

地理院地図地理院地図300ｍ300ｍ300ｍ

町道　建浜・平原線

町道　建浜・西荒神線

JRアンダーパス 跨線橋

な
が
す
未
来
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
経

る
も
の
。

【
新
た
に
指
定
管
理
者
と
な
る
事
業
者
】

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
（
株
）

【
期
間
】

　
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で（
５
年
間
）

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員

牧嶋　誠吾 氏
（清源寺区）

令和５年12月26日～

中尾　清志 氏
（腹赤区）

令和６年４月１日～
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選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
選
挙

　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
、
町
長
等
か
ら
独
立
し
た
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
議
会

に
お
い
て
選
挙
さ
れ
た
４
人
の
委
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
任
期
は
令
和
９
年
12
月
22
日
ま
で
。

請　
願

12
月
議
会
で
提
出
さ
れ
た
請
願

「
日
本
政
府
に
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
改
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
」

現
在
、
総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
で
審
査
中

10
月
25
日
（
水
）　

令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算

　
当
初
予
算
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
の
見

込
み
額
が
増
加
し
た
た
め
、
歳
入
の
寄

附
額
と
、
歳
出
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
等
を
追
加
し
た
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
も
利
用
者

の
増
加
に
よ
り
追
加
し
た
。

主
な
事
業
内
容

【
歳
入
】

　
ふ
る
さ
と
納
税�

３
億
円

【
歳
出
】

　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
等

�

１
億
４
７
７
８
万
円

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

�

１
０
０
万
円

選挙管理委員 補充員

奥村　亮子※ 福島　イチ子

與田　　博 野畑　末勝※

松岡　　茂 小栁　和之※

徳永　利恵子 井ノ江　純一※

敬称略。　※は再任

請願（せいがん）とは？

国や地方公共団体や議会に、意見や希望を述べること。

「請願」の根拠は？
　請願は憲法で国民に権利が保障されており、請願の提出には議員の紹介が必要。

提出方法は？
　１．請願の内容等を書いた文書を作成する。
　２．請願者が署名または記名押印する。
　３．�紹介議員が署名または記名押印し、議長に提出する。

「請願」の提出後の流れは？
　１．�提出要件が備われば議長が受理し、所管の委員会に付託して会議の議題にする。
　２．�議会が採択した場合は、必要により関係機関へ意見書等を送付する。
　３．請願内容の実現に向けて、議会は最善の努力を行う責任がある。

しくみを教えて！
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町
政
を
問
う

町政を問う　一般質問

一般質問　目次

一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
12月定例会では８人の議員が登壇し、一般質問を行った。
議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

質問項目 質問者 ページ

長洲中暴力事件について質問を歪曲せず真面
目に答えよ 濱㟢　　久 ７

学童保育の拡充と予算措置を 田成　　護 ８

介護保険料一定額の引下げを求める 林　　敏哉 ９

高齢者が利用しやすい図書館運営を 荒木　睦子 10

町道よけの上線・町道土井辻線（通学路）の
更なる安全対策を！ 福田　史治 11

移動が困難な交通弱者の支援を 竹本　信次 12

郷土愛を育む教育の推進を 福本みや子 13

子どもが真ん中にいるのか、平等か
磯野　　博 14

国の異次元の子育て支援と町の動きは

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

教
育
長
は
、
平
成
31
年
３
月
、
な
い

と
答
弁
し
た
こ
と
を
、
令
和
４
年

９
月
に
発
言
し
て
い
な
い
と
否
定
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
何
回
も
質
問
し
、

答
弁
を
も
と
に
再
び
質
問
し
て
い
る
も

の
だ
。

　
発
言
自
体
し
て
い
な
い
と
否
定
し
て

か
ら
１
年
３
か
月
、
矛
盾
す
る
回
答
は

し
て
い
な
い
と
否
定
し
て
か
ら
１
年
３

か
月
、
そ
れ
ぞ
れ
議
事
録
に
記
録
さ
れ

て
い
る
も
の
を
、
答
弁
を
変
え
て
ま
で

虚
言
を
吐
く
の
か
。
質
問
を
歪
曲
せ

ず
、
真
面
目
な
答
弁
を
求
め
る
。

答
（
教
育
長
）	�

発
言
し
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長
が
説
明
員
と
し
て
発
言

し
て
い
た
こ
と
は
、
以
前
の
議
会
で
誤

解
を
招
い
た
こ
と
に
対
し
お
わ
び
し
た
。

問
私
は
先
の
選
挙
で
住
民
に
広
く
約

束
し
た
。
町
教
育
委
員
会
が
今
の

よ
う
に
嘘
と
隠
ぺ
い
、
事
実
を
隠
す
、

事
実
を
曲
げ
て
嘘
を
つ
く
そ
う
い
う
現

状
を
、
淀
ん
だ
空
気
を
必
ず
や
清
浄
化

す
る
こ
と
を
広
く
約
束
し
た
。

　
事
件
か
ら
足
掛
け
９
年
、
裁
判
所
は

町
の
過
失
と
断
罪
し
た
。

　
教
育
長
就
任
か
ら
ず
っ
と
公
式
答
弁

に
振
り
回
さ
れ
た
が
、
新
聞
が
報
道
し

た
こ
と
で
初
め
て
事
実
が
判
明
し
た
。

教
育
委
員
会
の
中
の
こ
の
よ
う
な
淀
ん

だ
空
気
を
今
こ
そ
清
浄
化
す
べ
き
だ
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

私
は
確
か
に
発
言
し
、
誤
解
を
招

き
教
育
長
が
お
わ
び
し
た
。
教
育
長

は
、
教
育
委
員
を
含
め
た
教
育
委
員
会

と
解
釈
し
て
答
弁
し
た
。

問
当
時
中
学
１
年
生
の
女
子
生
徒
が

被
害
に
遭
っ
た
中
学
校
の
暴
力
事

件
に
伴
う
教
育
委
員
会
の
答
弁
で
、
自

ら
発
言
し
な
が
ら
発
言
自
体
し
て
い
な

い
等
と
強
硬
に
虚
偽
答
弁
し
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
認
め
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

教
育
長
は
発
言
し
て
い
な
い
。
私

が
発
言
し
た
。

問
事
件
後
、
資
料
を
集
め
て
調
査
し

よ
う
と
し
た
も
の
を
、
教
育
委
員

会
の
隠
ぺ
い
で
時
期
を
失
し
た
。
二
度

と
こ
の
よ
う
な
答
弁
を
し
な
い
こ
と
を

約
束
で
き
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

そ
の
時
々
の
事
実
に
基
づ
い
て
答

弁
し
て
お
り
、
隠
ぺ
い
し
た
認
識
は
な

い
。問

な
い
と
言
う
が
、
議
会
で
答
弁
し

た
事
実
だ
。

答
（
教
育
長
）

一
貫
し
て
誠
実
に
答
弁
し
て
き

た
。
質
問
内
容
に
つ
い
て
は
、
裁
判
に

影
響
を
与
え
る
た
め
、
答
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
答
弁
し
て
い
た
。

長洲中暴力事件について
質問を歪曲せず真面目に答えよ

答

濱
はま
㟢
さき
　久

ひさし

議員

矛盾する回答はしていない

教育委員会は「矛盾する回答は
していない」と繰返している
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町
政
を
問
う

田
た
成
なり
　護

まもる

議員

まずはニーズの把握に努める答

学童保育の拡充と予算措置を

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
今
年
の
夏
休

み
は
、
屋
外
も
体
育
館
も
暑
い
た

め
、
空
調
の
効
い
た
建
屋
の
中
で
過
ご

し
、
外
に
出
る
機
会
が
な
か
っ
た
と
聞

い
た
が
、
状
況
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

今
年
の
夏
は
、
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト

も
数
多
く
出
さ
れ
て
い
た
。
一
部
の
学

校
で
は
体
育
館
の
工
事
が
あ
り
、
利
用

が
制
限
さ
れ
て
い
た
。
朝
夕
の
比
較
的

涼
し
い
時
間
を
利
用
し
、
屋
外
で
の
活

用
を
取
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

問
清
里
小
学
校
の
体
育
館
の
横
に
避

難
所
が
完
成
す
る
と
、
施
設
に
余

裕
が
で
き
、
学
童
保
育
に
利
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
定
員
増
員
の

予
定
は
あ
る
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

現
在
の
施
設
を
ベ
ー
ス
に
運
営
を

考
え
て
い
る
。
毎
年
、
保
護
者
の
就
労

状
況
や
現
在
の
利
用
状
況
を
加
味
し
な

が
ら
、
不
足
す
る
場
合
は
方
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
新
年

度
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
対
応

を
検
討
す
る
。

問
ニ
ー
ズ
を
早
め
に
捉
え
て
、
来
年

度
、
多
く
の
子
ど
も
を
受
入
れ
で

き
る
よ
う
な
体
制
と
予
算
措
置
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

ま
ず
は
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
、

各
小
学
校
区
で
一
体
型
放
課
後
子

ど
も
教
室
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る

が
、
協
議
会
で
出
た
課
題
や
提
案
に
は

前
向
き
に
取
組
ん
で
い
る
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

す
ぐ
取
組
め
る
も
の
に
つ
い
て
は

早
急
に
対
応
し
て
い
る
。
専
門
家
の
意

見
が
必
要
な
場
合
は
、
時
間
を
か
け
、

良
い
方
向
へ
解
決
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

問
新
し
い
子
育
て
支
援
策
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
今
の
子
育
て
支
援

策
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
（
教
育
長
）	�

子
ど
も
達
の
10
年
先
、
20
年
先
を

考
え
な
が
ら
、
教
育
活
動
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

放課後活動の充実を

学童保育の定員拡充を

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

令
和
６
年
度
か
ら
「
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」が
策
定
さ
れ
る
が
、

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
取
崩
し
、
介

護
保
険
料
の
引
下
げ
を
求
め
る
。

答
（
町
長
）	

�

介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
保
険
料

の
引
下
げ
が
で
き
な
い
か
検
討
し
、
最

終
的
に
決
定
す
る
。

問
現
在
の
介
護
給
付
費
準
備
基
金
残

高
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

約
１
億
９
千
万
円
で
あ
る
。

問
ど
の
く
ら
い
の
額
を
積
立
て
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
か
、
根
拠
と

な
る
国
の
指
標
は
あ
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

�

明
文
化
さ
れ
た
指
標
は
な
い
。

問
適
正
な
基
金
積
立
て
は
必
要
だ

が
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
基
金
を

取
崩
し
て
介
護
保
険
料
の
引
下
げ
を

行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

問
で
は
、
基
金
を
取
崩
し
て
介
護
保

険
料
を
引
下
げ
る
議
論
は
、
こ
れ

ま
で
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

�

議
論
は
行
っ
た
が
、
引
下
げ
と
の

結
論
に
は
至
ら
ず
、
据
置
き
と
な
っ
た
。

問
「
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

案
は
、
い
つ
介
護
保
険
運
営
協
議

会
で
審
議
さ
れ
、
最
終
決
定
と
な
る
の

か
。答

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

�

令
和
６
年
２
月
の
協
議
会
で
、「
第

９
期
介
護
保
険
計
画
」
が
確
定
す
る
。

問
介
護
保
険
法
第
１
２
９
条
は
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

第
３
項
に
「
介
護
給
付
に
要
す
る
費
用

等
と
、
お
お
む
ね
３
年
を
通
じ
財
政
の

均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
理
解
、
解
釈
さ
れ
た
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

�

介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
、

し
か
る
べ
き
歳
出
と
歳
入
を
見
込
み
、

均
衡
が
と
れ
る
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
解
釈
す
る
。

問
高
齢
者
の
生
活
は
本
当
に
厳
し

い
。
介
護
保
険
料
を
引
下
げ
、
今

ま
で
支
払
っ
て
き
た
介
護
保
険
料
の
一

部
を
該
当
す
る
者
に
還
元
す
る
べ
き
で
、

住
民
が
納
得
す
る
一
定
額
の
引
下
げ
を

念
頭
に
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
考

え
は
。

答
（
町
長
）	

�

介
護
保
険
料
を
引
下
げ
る
こ
と
が

出
来
る
の
が
一
番
だ
と
思
う
。
介
護
保

険
運
営
協
議
会
で
し
っ
か
り
と
議
論
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

引下げができないか検討する答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

介護保険料一定額の引下げを
求める

急がれる介護保険料の引下げ

介護保険料
請求書
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町
政
を
問
う

図
書
館
の
運
営
に
お
い
て
、
指
定
管

理
者
が
自
主
事
業
等
を
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館

と
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
図
書
の
貸
出

し
状
況
は
。

②
移
動
図
書
館
の
実
施
状
況
は
。

③
電
子
図
書
館
の
利
用
状
況
は
。

④�

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
取
組

は
。

答
（
教
育
長
）	�

①
令
和
４
年
度
は
２
万
４
３
７
８

冊
の
貸
出
し
が
あ
り
、
全
体
の
６
万�

８
６
９
冊
に
対
し
、
約
４
割
を
占
め
る
。

②
清
源
寺
公
民
館
と
向
野
公
民
館
、
み

ん
な
の
蔵
い
し
は
ら
の
３
か
所
で
移
動

図
書
館
を
実
施
し
た
。
貸
出
冊
数
は
令

和
４
年
度
で
１
０
９
８
冊
で
あ
る
。

③
令
和
４
年
５
月
か
ら
電
子
図
書
館
の

運
営
を
始
め
、
令
和
４
年
度
は
２
６
２

冊
の
貸
出
し
が
あ
る
。

④
移
動
図
書
館
の
利
用
者
に
聞
き
取
り

を
行
っ
て
い
る
。

問
高
齢
者
は
ど
う
い
う
分
野
の
本
を

読
ん
で
い
る
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

小
説
が
最
も
多
く
、
他
に
は
料
理

や
園
芸
等
、
趣
味
に
関
す
る
本
が
多
く

貸
出
さ
れ
て
い
る
。

問
移
動
図
書
館
の
頻
度
と
、
利
用
者

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
対
応
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

月
に
２
回
程
度
、
年
間
67
回
実
施

し
て
い
る
。
リ
ク
エ
ス
ト
は
紙
に
書
い

て
い
た
だ
き
、
対
応
し
て
い
る
。

問
移
動
図
書
館
の
事
業
を
通
し
て
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�
借
り
た
本
の
感
想
を
言
い
合
う

等
、
利
用
者
同
士
の
交
流
が
あ
る
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
等
の
効
果
が

意見交換やニーズを把握する機会を
増やす答

荒
あら
木
き
　睦

むつ
子
こ

議員

高齢者が利用しやすい
図書館運営を

出
て
い
る
と
考
え
る
。

問
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
書
の
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
有
明
圏
域
定

住
自
立
圏
に
お
い
て
、
共
同
で
電
子
図

書
館
を
運
営
し
て
い
る
が
、
利
用
者
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

電
子
図
書
館
は
、
貸
出
し
と
返
却

の
際
に
図
書
館
に
出
向
く
必
要
が
な

い
。
ま
た
、
音
声
の
読
み
上
げ
機
能
が

あ
る
等
、
通
常
の
本
に
は
な
い
利
点
が

あ
る
。
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ

う
、
改
め
て
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

今日は移動図書館が来ますよ！

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

現状、安全第一で協議していきたい

対応前（上）と対応後（下）
早々住民の声が活かされた

浜
浦
踏
切
か
ら
町
道
よ
け
の
上
線
を

左
折
す
る
際
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
矢
印
付
の
誘
導
板
が
４
ケ
所
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
、
車
両
の
通
行
が
し

づ
ら
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
町
道
土

井
辻
線
の
交
差
点
は
、
格
納
庫
が
移
設

さ
れ
て
見
通
し
が
良
く
な
っ
た
が
、
歩

道
改
良
工
事
に
伴
い
、
交
差
点
の
安
全

対
策
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
県
道
荒
尾
長
洲
線
と
町
道

土
井
辻
線
の
交
差
点
は
、
通
勤
通
学
の

時
間
帯
は
交
通
量
が
多
く
、
事
故
も
発

生
し
て
い
る
。
早
急
に
対
策
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

答
（
町
長
）	

�

そ
の
箇
所
の
矢
印
誘
導
板
に
つ
い

て
は
、
改
良
工
事
後
、
間
も
な
く
供
用

を
開
始
し
た
た
め
、
駅
側
か
ら
建
浜
農

村
公
園
に
向
か
う
右
カ
ー
ブ
を
誘
導
す

る
と
と
も
に
、
浜
浦
踏
切
か
ら
建
浜
農

村
公
園
に
向
か
う
場
合
に
、
内
側
に

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ
る
交

差
点
で
の
速
度
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
令
和
３
年
度
の
交
差
点
改

良
工
事
に
設
置
し
た
。

　
今
の
と
こ
ろ
移
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問
地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
何
か

改
良
策
は
な
い
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

警
察
等
の
関
係
機
関
と
い
う
と
こ

ろ
で
今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
路
上
に
置
い
て
い
る
の
は
、
警
察

か
ら
の
指
導
な
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

警
察
と
現
場
を
確
認
し
て
話
し
合

い
を
し
な
が
ら
設
置
を
し
て
い
る
。

問
白
線
の
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
等
に
代
え

ら
れ
な
い
か
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

改
良
し
て
２
年
経
過
し
、
目
的
を

達
成
し
て
い
る
の
で
、
ゼ
ブ
ラ
を
引
い

た
り
、
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
置
い
た
り
し

て
代
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
安
全
第
一

で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
六
分
団
の
格
納
庫
前
の
交
差
点

も
、
格
納
庫
移
設
で
以
前
よ
り
見

通
し
は
よ
く
な
っ
た
が
、
未
だ
危
な
い

状
況
で
あ
る
。
対
策
は
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

今
後
、
道
路
法
線
を
修
正
し
、
あ

わ
せ
て
道
路
の
隅
切
り
等
を
行
う
こ
と

で
、
左
右
の
安
全
確
保
を
行
い
た
い
。

問
町
道
土
井
辻
線
と
県
道
と
の
交
差

点
が
、
特
に
清
里
小
側
か
ら
県
道

に
入
り
右
折
す
る
際
に
見
通
せ
な
い
た

め
に
事
故
が
起
き
て
い
る
。
対
策
を
講

じ
ら
れ
な
い
か
。

答
（
総
務
課
長
）	

�

今
後
は
所
管
の
常
任
委
員
会
で
協

議
し
、
現
場
を
確
認
し
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。

町道よけの上線・町道土井辻線
（通学路）の更なる安全対策を！

答

福
ふく
田
だ
　史

ふみ
治
はる

議員

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

公
共
交
通
機
関
の
廃
止
や
運
転
免
許

証
自
主
返
納
で
、
日
常
生
活
に
必

要
な
移
動
手
段
を
確
保
で
き
な
い
高
齢

者
等
の
交
通
弱
者
へ
の
移
動
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
は
地
域

公
共
交
通
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る

が
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
に
、
ど
う
取
組
ん
で
い
る
か
。

答
（
町
長
）	

�

計
画
策
定
で
は
、
公
共
交
通
に
関

す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
始
め
、
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
利
用
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
町
民
の
公
共
交

通
に
対
す
る
声
を
聴
い
て
い
る
。
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
は
町
民
に
定
着
し
て
お

り
、
継
続
運
行
に
努
め
て
い
く
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
制
度
）
と
は
、
近

隣
の
住
民
同
士
で
車
を
一
緒
に
活
用
し

合
う
地
域
サ
ー
ク
ル
活
動
で
、
交
通
弱

者
へ
の
公
共
交
通
を
補
完
す
る
も
の
と

捉
え
導
入
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
Ｃ
Ｃ

Ｓ
制
度
を
導
入
す
る
団
体
に
導
入
費
と

運
営
費
補
助
支
援
が
で
き
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

�

先
進
的
に
取
組
ん
で
い
る
自
治
体

の
事
例
等
を
調
査
し
、
地
域
で
の
導
入

の
意
向
等
に
注
視
し
て
い
く
。

問
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
日

か
ら
１
年
間
有
効
の
、
き
ん
ぎ
ょ

タ
ク
シ
ー
の
無
料
乗
車
券
発
行
件
数
の

令
和
４
年
度
の
実
績
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

令
和
４
年
度
の
免
許
返
納
者
に
対

す
る
無
料
乗
車
券
発
行
数
は
、
40
件
で

あ
る
。

問
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

人
に
は
、
新
た
な
特
典
と
し
て
、

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
終
身
無
料
乗
車
券

を
提
供
で
き
な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

免
許
を
返
納
さ
れ
て
な
い
人
も
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
返
納
さ
れ
た
人

の
み
で
の
活
用
は
不
公
平
感
等
が
あ
る

の
で
、
様
々
な
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

問
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
の
運
行
は
、

自
宅
前
か
ら
町
内
の
好
き
な
場
所

で
乗
降
り
が
で
き
る
が
、
荒
尾
方
面
は

特
定
施
設
間
（
４
カ
所
）
だ
け
で
、
玉

名
方
面
は
JR
玉
名
駅
ま
で
で
あ
る
。
玉

名
駅
か
ら
新
玉
名
駅
ま
で
の
距
離
程
度

の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
割
引
券
等
を

交
付
で
き
な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

玉
名
駅
か
ら
各
地
点
（
例
え
ば
、

く
ま
も
と
県
北
病
院
）
ま
で
だ
と
思
う

が
、
そ
う
い
っ
た
声
も
出
て
い
る
の
で
、

現
在
、
様
々
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

町民アンケート等を実施し、住民
の公共交通ニーズを把握する答

竹
たけ
本
もと
　信

しん
次
じ

議員

移動が困難な交通弱者の支援を

荒尾・玉名市方面へもドア・ツー・ドアの
送迎を

地域の支え合いで移動支援を　  
　（日本カーシェアリング協会参照）

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

急
速
な
技
術
革
新
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

で
将
来
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い

時
代
に
、
子
ど
も
達
が
夢
や
志
を
持
つ

に
は
、
心
身
を
支
え
る
基
盤
が
必
要
で

あ
る
。
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
尊

重
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
む
、

人
間
形
成
を
成
す
重
要
な
教
育
で
あ

る
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
認
識
を
伺
う
。

答
（
教
育
長
）	�

郷
土
愛
を
育
む
教
育
は
、
地
域
へ

の
愛
着
を
向
上
さ
せ
、
地
域
社
会
に
参

画
す
る
意
識
を
深
め
る
上
で
も
、
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
る
学
習

の
内
容
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

小
学
校
で
は
、
独
自
の
副
読
本
や
、

金
魚
学
習
や
見
学
、
造
船
や
ア
ル
ミ

サ
ッ
シ
工
場
見
学
、
御
正
忌
団
子
づ
く

り
、
神
楽
体
験
等
が
あ
る
。
中
学
校
で

は
職
場
体
験
学
習
、
地
域
団
体
と
の
花

植
作
業
、
調
理
実
習
、
町
長
と
の
夢
づ

く
り
ト
ー
ク
等
が
あ
る
。
地
域
資
源
の

特
徴
を
活
か
し
、
体
験
を
通
じ
て
探
究

的
に
学
ん
で
い
る
。

問
中
学
生
は
、
職
場
体
験
で
ど
の
よ

う
に
感
じ
、
そ
の
体
験
を
生
活
に

活
か
し
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

地
域
産
業
の
特
徴
を
知
り
、
職
業

と
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
将
来
設
計
に

活
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
受
入
れ
先

も
、
生
徒
達
を
地
域
で
育
て
る
と
い
う

意
識
で
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

問
先
に
コ
ロ
ナ
禍
の
大
学
生
や
専
門

学
校
生
に
給
付
金
を
支
給
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
地
域
へ
の
愛
着
志
向
面

か
ら
み
る
と
、
反
応
は
ど
う
か
。
ど
う

分
析
す
る
の
か
。

学校と地域が連携し未来の
担い手を育む教育を重視答

福
ふくもと
本みや子

こ

議員

郷土愛を育む教育の推進を

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

将
来
は
医
療
面
や
教
育
面
の
職
業

で
、
町
に
貢
献
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
等
、
地
元
に
対

す
る
愛
着
は
高
く
、
地
元
へ
の
思
い
は

強
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

問
中
学
校
も
統
合
し
、
本
町
も
大
き

く
伸
び
て
い
く
。
郷
土
愛
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
か
じ
取
り
を
、
今
後
ど

う
考
え
る
の
か
。

答
（
町
長
）	

�

町
の
生
い
立
ち
、
歴
史
や
文
化
、

伝
統
産
業
や
統
計
等
を
参
考
に
、
変
革

に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
郷
土
愛
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
す
す
め
て
い

く
。

神楽の練習に励む子ども達

町内にも色んな職場があるんだな！

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

全
国
で
、
特
色
あ
る
子
育
て
支
援
施

策
を
展
開
す
る
自
治
体
が
多
く
存

在
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
う

子
ど
も
達
を
、
本
町
も
応
援
し
て
は
ど

う
か
。
祝
い
金
事
業
の
創
設
を
早
急
に

考
え
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）	

�

新
し
く
開
校
す
る
長
洲
中
学
校
入

学
時
の
制
服
と
通
学
の
た
め
の
自
転
車

の
購
入
に
対
し
て
補
助
金
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。

問
教
育
委
員
会
は
、「
ふ
る
さ
と
を

愛
し
、
夢
を
も
っ
て
未
来
を
切
り

拓
く
ひ
と
づ
く
り
～
子
ど
も
を
真
ん
中

に
～
」
を
基
本
理
念
と
し
て
取
組
ん
で

い
る
。
本
町
に
住
む
子
ど
も
達
全
て
が

平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
当
に
子
ど
も
が
真
ん
中
に
い
る
の

か
。
平
等
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

新
長
洲
中
学
校
に
ぜ
ひ
入
学
し

て
、
新
し
い
制
服
と
自
転
車
を
購
入
し
、

登
下
校
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
よ
う

な
目
的
で
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。問

新
長
洲
中
学
校
に
進
学
す
る
子
ど

も
は
補
助
し
、
応
援
す
る
が
、
町

外
に
進
学
す
る
子
ど
も
に
は
し
な
い
の

か
。答

（
学
校
教
育
課
長
）	

�

新
長
洲
中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒

を
対
象
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
意
欲
の
高
い
子
ど
も
や
保
護
者
の

世
帯
の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

い
に
影
響
し
て
く
る
と
思
う
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
（
教
育
長
）	�

新
長
洲
中
学
校
に
入
学
す
る
た
め

の
制
度
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
全
て
の
子
ど
も
を
応
援
す
る
の
が

祝
い
金
だ
。
町
長
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）	

�

祝
い
金
事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

問
特
に
、
目
玉
の
新
規
事
業
は
な
い

か
。

答
（
町
長
）	

�

国
の
動
向
を
し
っ
か
り
と
見
極
め

な
が
ら
、
今
後
、
新
し
い
事
業
を
取
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

磯
いそ
野
の
　博

ひろし

議員

子どもが真ん中にいるのか、平等か

答 新中学校に入学する生徒に補助する

町外に進学する子どもに
補助がないのは不公平では

こ
ど
も
大
綱
の
動
向
を

　
　
　
　
　
注
視
し
て
い
る

答 国
の
異
次
元
の
子
育
て
支
援
と

　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
動
き
は更なる子育て支援を

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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委員会等
活 動

委員会では、町の問題点等について調査・審査
を行う。また、視察や研修を行い、議員の資質
向上に努めている。

　

今
回
は
、「
討
論
型
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
称
し
、
事
前
に
議
会
だ
よ
り
〝
潮
さ

い
〟
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
会
場
の
参

加
者
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
方
法
で

行
わ
れ
た
。

　
潮
さ
い
第
１
５
２
号
（
令
和
４
年
２

月
発
行
）の
感
想
を
頁
毎
に
い
た
だ
き
、

正
副
委
員
長
に
よ
る
返
答
方
式
で
行
わ

れ
た
。
例
え
ば
、「
裏
表
紙
の
文
字
が

小
さ
い
の
で
高
齢
者
に
も
優
し
い
大
き

な
フ
ォ
ン
ト
に
し
た
方
が
良
い
。」
等

諸
々
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
で

の
ご
意
見
・
感
想
を
今
後
に
反
映
し
て
、

よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
た

い
。

　
元
広
島
県
廿
日
市
副
市
長
の
川
本
達

志
氏
に
よ
る
講
演
「
地
方
議
員
の
た
め

の
役
所
を
動
か
す
質
問
の
仕
方
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
課
題
を
見
つ
け
、

質
問
の
構
造
を
考
え
た
効
果
的
な
準
備

が
大
事
で
あ
る
。
日
頃
の
学
習
で
制
度

や
事
業
を
十
分
理
解
し
、
深
堀
す
る
こ

と
で
、
あ
る
べ
き
姿
へ
の
共
感
を
生

み
、
行
政
を
動
か
す
可
能
性
が
生
ま
れ

る
等
々
の
示
唆
が
あ
っ
た
。
具
体
的
で

あ
り
、
一
般
質
問
の
在
り
方
を
改
め
て

認
識
し
た
。
町
民
の
福
祉
の
増
進
の
た

め
、
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　
総
工
費
28
億
６
千
万
円
余
り
で
完
成

し
た
セ
ン
タ
ー
は
最
大
６
千
食
の
調
理

能
力
が
あ
り
、
最
新
の
衛
生
管
理
手
法

が
採
ら
れ
、
ゾ
ー
ン
分
け
、
衛
生
的
な

配
慮
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
、
災
害
時

も
３
日
間
炊
出
し
可
能
な
設
備
等
の
特

徴
が
あ
る
。

　
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
食
し
た
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
現
状
へ
の
対
応
や
県
産
食
材
の
利
用

状
況
等
の
質
問
も
あ
っ
た
。

　
物
価
高
騰
の
中
、
メ
ニ
ュ
ー
や
食
材

を
工
夫
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
安
全

な
給
食
の
提
供
に
感
謝
し
、
持
続
的
な

運
営
に
向
け
て
期
待
し
て
い
る
。

より良い議会だよりのために

食育も担う学校給食

改めて一般質問について学んだ
「常に学び、常に行動」

研 修 報 告

１
23

11
８

11
10

県
町
村
議
会
議
員
研
修

場
所
：
役
場

　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

施
設
見
学
お
よ
び
試
食
会

場
所
：�

荒
尾
市
・
長
洲
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

県
町
村
議
会
広
報
研
修

場
所
：
町
村
自
治
会
館

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に来てみらんね！

　

■問い合わせ先

電話　７８－３２９１
議会事務局

手続きは住所・氏名・年齢を書くだけです

次の定例会は

開会の予定です
月11日（月）３

町民のひろば町民のひろば

傍聴席から 地域リポート

　厳粛な空間の中、熱い議論が交わされていまし
た。“私たちが住んでいるまち”に関心を持つこ
とは大切だとの思いから、時間のある時は傍聴に
行くよう心がけています。
　時代の変化とともに行政も対応せねばならず、
若い子育て世代が、未来に向けて、住みやすい素
晴らしい町になればと願うばかりです。
　この「潮さい」も毎回隅々まで読んでいます
し、また傍聴に行こうと思います。皆さんも、ぜ
ひ行かれてみてはどうでしょうか。

　鰐口で有名な二宮八幡宮は、旧高浜村の村社
で、肥後の国司尾藤小卿肥後守隆房が肥後の国に
七社建立した内の１社だ。年の瀬に総代が集合
し、五穀豊穣を祈りながら注連縄や社殿の正月飾
り等を藁で縄を編み、奉納旗を建てて正月の準備
をするのが習わしだ。
＊鰐口とは、参拝者がたたき鳴らす金属製の丸い
形をした仏具の一種。寛永20年に寄進され、当時
は神仏習合の考えで神社に奉納された。現在は町
教育委員会生涯学習課が保管している。

大塩　武士さん（新町区） 建浜区
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　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索


